
年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

コンピュータ制御 1.コンピュータ制御の概要
2.制御プログラミング
3.組込み技術

【知識・技能】
・コンピュータ制御に必要なプログラムにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・身の回りの機器がコンピュータ制御されて
いることを知り、どのような制御を行ってい
るか説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身の回りのコンピュータ制御に関心があ
る。

1.Cの特徴
2.四則計算のプログラム
3.選択処理
4.繰り返し処理

【知識・技能】
・プリプロセス、ヘッダファイル、main関数
などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・四則計算プログラムを読んで、どのような
結果が出力されるか考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・Cはコンパイラ言語であることや、プリプロ
セスや関数などのCの特徴に関心がある。

Cによるプログラミング

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に着ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心を
もち、その習得に向けて意欲的に取り組むとと
もに、実際に活用しようとする創造的・実践的
な態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

工業・電気 選択・PC

３
学
期

２
学
期

ハードウェア 1.データの表し方
2.論理回路の基礎
3.処理装置の構成と動作

【知識・技能】
・２進数と１６進数について理解し、四則計
算や変換・計算ができる。
【思考・判断・表現】
・１０進数の構成から２進数と１６進数の構
成が説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・２進数、１０進数、１６進数などに関心が
ある。

〇

1.プログラムについて
2.プログラムの作り方
3.アルゴリズム

【知識・技能】
・基本的なアルゴリズムを組み合わせて応用
的なアルゴリズムを作成する知識を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
・最適なプログラムを記述するために必要な
アルゴリズムを考えて流れ図を作成すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・用途に応じたプログラム言語の違いや、プ
ログラムの作り方に関心をもち、意欲的に学
習に取り組み、学習態度は真剣である。

○

〇 ○

〇 12

コンピュータネットワーク 1.コンピュータネットワークの概
要
2.コンピュータネットワークの通
信技術

【知識・技能】
・データ通信システムと情報通信ネットワー
クの概要について理解している。
【思考・判断・表現】
・コンピュータ実習室のネットワークに使用
されている機器やネットワークの構成につい
て説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・データ通信の概要とネットワークの概要に
ついて関心がある。

〇 〇 〇 15

12

○ ○ ○ 13

○○ ○

配当
時数

１
学
期

情報について PCの使い方について 【知識・技能】
・情報の種類によって適切なアプリケーショ
ンソフトウェアを選択することができる。
【思考・判断・表現】
・各種のアプリケーションソフトウェアを活
用して情報を処理し、必要な形式で出力でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・基本ソフトウェアと応用ソフトウェアの違
い、OSの目的と種類などに関心をもち、意欲
的に学習に取り組み、学習態度は真面目であ
る。

○ ○ ○ 3

プログラムについて

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業・電気 選択・PC 2

（Ａ組：  　）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解
し、情報技術を利用した情報の取集・処理・活
用のために必要な技術を身につける。

諸問題の解決を目指してみずから思考を深め、
問題解決方法を適切に判断する能力を身に付け
ており、情報技術を活用して情報を処理・表現
することができる。

工業・電気

工業の各分野の技術に関する課題を発見し、工業技術の進展に対応し解決する力を養う。

工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

選択・PC

【 知　識　及　び　技　能 】

合計

70

○ 15


